







































































































































































































管理スタッフ 【メリット】 ・入力時のエラーチェックの ・スタッフへの迅速な教育が可能と
・全体管理が容易になった 強化 なった
・見読性の向上 ・統計機能の強化 ・リスクマネジャーとの連携が容易
・集計が容易 になった
・ペーパーレス
【デメリット】
・入力不備、不慣れによる差戻し件数
が多い
27
務改善に繋げたいという動機が強く感じられた。これ
は、安全文化の意識を高める支援ツールとしても機能
することが期待され、医療現場の情報交換や情報伝達
を活発化し情報意識の高まりに寄与できる可能性を示
している。以上の点からインシデント報告書を電子化
した有効1生は概ね評価できると考えている。しかし、
アンケート結果のデメリット部分に代表されるように、
まだまだ改善の余地も多いので、今後は課題の解消や、
集計・分析項目、情報共有の更なる充実、そこから生
まれる意識共有により「気づき」を促せるシステム構
築に取り組み、そして、医療事故防止に少しでも貢献
できるよう検討を続けていく必要があり、現場の意見
を元に検討し、医療現場の真に使える情報コンテンツ
として活用されるよう改善に取り組みたいと考えてい
る。
V［．結語
　これまで手書きであったインシデント報告書を電子
化し、当院独自の医療事故情報システムを低コスト、
少人数で開発した。本システム採用によりオンライン
で操作・参照できるようになり、リアルタイムに関係
下間で情報共有が行え、報告者、リスクマネジャーの
業務負荷を軽減し、医療現場ヘタイムリーなフィード
バックが可能となった
　また、実際の医療現場での検証によって、本システ
ム導入は安全文化の高まりを支援するツールとして期
待が持てるなど概ね有効であると考えられた。
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